
9月12日土～11月3日火
無料開館日 ： 9月12日（土）、博物館開館記念日の10月10日（土）、東北文化の日の10月24日（土）～25日（日）、

文化の日の11月3日（火・祝）

（文化の日）

■講演会 第1回
「鎌倉御家人葛西清重と平泉」

講師　谷口 榮 氏
（葛飾区郷土と天文の博物館学芸員）
期日：9月26日（土）
時間：講　　演 13：30～15：00
　　　館長対談 15：10～15：45

 9月12日（土） 13：30～14：15
 9月26日（土） 15：50～16：30
 10月10日（土） 13：30～14：15
 10月25日（日） 15：50～16：30

■講演会 第2回
「由緒にみえる葛西旧臣と地域社会」

講師　中川 学 氏
（東北大学高度教養教育・学生支援機構専任講師）
期日：10月25日（日）
時間：講　　演 13：30～15：00
　　　館長対談 15：10～15：45

講演会
対談

展示
解説会

日
　時

葛西晴信黒印

葛西清重像

葛西氏の興亡
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定　員：一般100名（申込み必要）
会　場：博物館
参加料：無料
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史
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追
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介
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　大槻清彦氏寄贈
葛西氏の遠孫である大槻文彦が愛蔵して
いました
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　葛飾区西光寺蔵
清重の菩提寺西光寺に安置されています
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 葛西氏系図（写真）　
熊野那智大社蔵　和歌山県立博物館写真提供
最古の葛西系図です
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国立歴史民俗博物館蔵
複数の葛西氏が京の六条八幡宮の造営
資金を寄付しています
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（重要文化財）
中尊寺蔵
中尊寺衆徒と葛西氏の相論の判決書です



【
南
北
朝
に
お
け
る
動
向
】

【
戦
国
大
名
化
】に
向
け
て

【
戦
国
期
の
書
状
】

後
ご

醍
だい

醐
ご

天
てん

皇
のう

事
こと

書
がき

案
あん

（重要文化財）
白河集古苑蔵
葛西清貞が「無二の忠」を致すとして
賞賛されています
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（複製）
石巻市教育委員会蔵
興国 3 年（1342）の年号がある
葛西清明の供養碑です
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（重要文化財）
東北大学大学院日本史研究室蔵
一揆とは心を一つにすることで、葛西氏の名前が
複数あります
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（国宝）
中尊寺蔵
葛西氏が大旦那として覆堂を修理
した時の棟札です
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（重要文化財）
名古屋市博物館蔵
明治時代に花泉老松の「王壇」という
場所から出土した古瀬戸の逸品です
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　熊野速玉大社蔵
薄衣、釘子、長坂、藤沢ほかの館主の名前が書かれています
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　岩手大学図書館蔵
晴信が東山（東磐井）へ向かう事を考えている旨が書かれています



■自動車
 一ノ関駅より　約17分（9km）
 一関ICより　　約7分（5km）
■路線バス
 「一関駅前」より　約20分　「厳美渓」下車徒歩5分

主　　催／一関市博物館
開館時間／午前9時〜午後5時（入館は午後4時30分まで）
休  館  日／毎週月曜日
                 （但し、9月21日（月）、10月12日（月）は開館し、9月24日（木）、10月13日（火）が休館）
入  館  料／一般300円（240円） 高校生・大学生200円（160円） 中学生以下 無料 
                       （　）内は団体（20名以上）割引料金
                          ※市内65歳以上の方と身障者手帳等をお持ちの方は入館料が免除されます。

お問合せ／一関市博物館 TEL.0191-29-3180  〒021-0101 岩手県一関市厳美町字沖野 2々15番地1　　

ホームページ／http://www.museum.city.ichinoseki.iwate.jp 一関市博物館 検索
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　仙台市博物館蔵
葛西大崎一揆を鎮圧した伊達政宗を賞賛した内容です
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　個人蔵
葛西大崎一揆の舞台となった佐沼城の、江戸時代の
様子を描いています
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一関市博物館蔵
村ごとに仙台藩に提出した
地誌で、これは大槻家が提
出したものの控です
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　東北歴史博物館蔵
江戸時代に仙台藩に仕えた葛西氏が残した系図です
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（部分）
個人蔵
葛西、寺崎、千葉、大槻と続く系図です


